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定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

自己評価・外部評価 1 

 

＜自己評価・外部評価 評価表＞ 
 
【事業所概要】 

 

 

 

 

【自己評価の実施概要】 

 

 

 

【介護・医療連携推進会議における評価の実施概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人名 
医療法人社団 誠道会 

 
事業所名 

24時間訪問介護看護あすか 

 

所在地 

（〒 509－0124    ） 

各務原市鵜沼山崎町 6-8-2 

事業所自己評価 

実施日 令和 6年 3  月  1 日 

実施日  令和 6 年 3  月 27 日 出席人数（合計）  （   ）人     ※自事業所職員を含む 

出席者（内訳） 

□自事業所職員（ 1 人）  □市職員（ 1 人）  □地域包括支援センター職員（  1 人） 

□地域住民の代表者（ 1 人） □利用者（   人）  □利用者の家族（   人）  □知見を有する者（   人）  

□その他（ 1 人）（担当ケアマネージャー） 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

Ⅰ 構造評価 ［適切な事業運営］ 

（１） 理念の明確化 

① サービスの

特徴を踏ま

えた理念の

明確化 

1 当該サービスの特徴である

「利用者の在宅生活の継続」

と「心身の機能の維持回復」

を実現するため、事業所独自

の理念を掲げている 

 

 〇   

利用者とその家族の全人的な

幸福のために職業意識をもっ

て関わることを理念とし、長

期化する在宅療養又はその介

護に寄り添い、効率的に家族

が関われるよう工夫してい

る。 

スタッフの方々がやりがいをもっ

て利用者に関わっている言葉を聞

いて感動しました！職業意識が高

いです。できているに〇です！ 

 

② 専門技術の

向上のため

の取組 

2 管理者と職員は、当該サービ

スの特徴及び事業所の理念

について、その内容を十分に

認識している 

 

 〇   

理念は事業所内に提示し、管

理者は理念にのっとったアド

バイス、話し合いができるよ

う心掛けている。 

コメントなし 

3 運営者は、専門技術（アセス

メント、随時対応時のオペレ

ーターの判断能力など）の向

上のため、職員を育成するた

めの具体的な仕組みの構築

や、法人内外の研修を受ける

  〇  

法人主催の勉強会にはできる

だけ参加している。参加でき

なかったスタッフは資料閲覧

を義務図けている。 

法人以外の研修会には参加してい

ますか？ 

案内をいただいた研修会はできる

だけ参加し、伝達講習または資料閲

覧をするようにしています。 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

機会等を確保している 

4 管理者は、サービス提供時の

職員の配置等を検討する際、

職員の能力が発揮され、能力

開発が促されるよう配慮し

ている 

 〇   

新人スタッフには最初の１か

月程度他スタッフの訪問に同

行させスキルアップの機会と

している。どのスタッフが全

ての利用者を訪問しても抜け

がないようチェックシートを

用いている。資料 1.2 

どの利用者にもすべてのスタッフ

が訪問できてる体制を整えていて

いいことだと思います。 

短時間の訪問でもれなくケアが行

えるようチェックシートを活用し

明確化されている。 

② 介護職・看護

職の相互理

解を深める

ための機会

の確保 

5 看護職・介護職の間で、家族

を含む利用者等の特性・状況

に係る相互の理解・認識の共

有のための機会が、十分に確

保されている 

 

 

〇    

スマホを用いたスタッフ間の

オープンチャット、定期的に

行うカンファレンス、面談等

で情報共有、認識の統一を図

っている。 

ICTを活用しスタッフ間の情報共有

が図られている。 

 

① 組織マネジ

メントの取

組 

6 利用者の特性に応じた柔軟

なサービスを提供するため、

適切かつ柔軟な人材配置（業

務・シフトの工夫）を行って

いる 

 〇   

ケアに時間を要したり、仕事

量の多い訪問には必要に応じ

て複数で訪問し利用者及びス

タッフのストレスや疲労を緩

和できるよう配置を工夫す

コロナ感染症の蔓延等で急なシフ

トや業務内容の変更があってもい

つも通りのケアが行えるよう日頃

からの情報共有が大切だと思いま

した。 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

る。感染症の流行などでスタ

ッフ人数が不足し苦労した時

期もあった。 

② 介護・医療連

携推進会議

で得られた

意見等の適

切な反映 

7 介護・医療連携推進会議を適

時適切に開催すると共に、得

られた要望、助言等（サービ

スの過少供給に対する指摘、

改善策の提案等）を、サービ

スの提供等に適切に反映さ

せている 

 

    

会議の内容、いただいた助言

や要望、質問等はカンファレ

ンスで報告し適宜話し合い改

善の機会にしている。 

コメントなし 

 

① 利用者等の

状況に係る

情報の随時

更新・共有の

ための環境

整備 

8 利用者等の状況について、

（個人情報管理に配慮した

上で）必要に応じて関係者間

で迅速に共有できるよう工

夫されている 

 

 

〇    

スタッフ間ではオープンチャ

ットを活用。緊急性に応じ、主

治医・ケアマネージャー・利用

者家族とは電話、FAX,メール、

MCS,、定期報告書等を使い分

けている。 

ケアマネージャーよりあすかさん

はタイムリーに情報共有してもら

えるのでターミナルの対応等連携

がうまく図れた、との話を聞きまし

た。関係者間でしっかりとられてい

ると思います。 

 

① 職員の安全 9 サービス提供に係る職員の     夜間訪問時の防犯対策に関し  
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

管理 安全確保や災害時の緊急体

制の構築等のため、事業所に

おいてその具体的な対策が

講じられている（交通安全、

夜間訪問時の防犯対策、災害

時対応等） 

 

事前の話し合いが可能な利用

者やその家族とは災害時の対

応を普段から意識的に話すよ

うにしている。独居で災害時

自力の非難ができない方には

地域の災害時要援護者台帳へ

の登録を勧める。近隣住民と

積極的に友好関係を築き利用

者が地域で孤立しないよう努

める。 

② 利用者等の

個人情報の

保護 

10 事業所において、利用者等に

係る個人情報の適切な取扱

と保護についての具体的な

取り決めがあると共に、管理

者や職員において共有され

ている 
 〇   

サービス介入時に個人情報取

り扱いの同意書を交わしてい

る。入職時に書類の意義を説

明している。普段のオープン

チャットでの情報交換はもし

外部に漏れても個人が特定で

きないように行っている。利

用者に関する書類やカルテの

事務所外持ち出しは禁止とし

ている。 

コメントなし 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

 

① 利用者等の

24 時間の暮

らし全体に

着目した、介

護・看護両面

からのアセ

スメントの

実施 

11 利用者等の一日の生活リズ

ムに着目したアセスメント

が実施されている 

 

 

 〇   

各自の生活リズムに合わせて

訪問時間を決定する。変化が

ある場合はケアマネージャー

や利用者家族と話し合い柔軟

に対応する。 

コメントなし 

12 介護・看護両面からのアセス

メントが適切に実施され、両

者の共有、突き合わせ等が行

われている 

 〇   

ケア方針は介護・看護両方か

ら情報や意見を出し合って決

めている。 

コメントなし 

② 利用者の心

身の機能の

維持回復や

在宅生活の

継続に重き

を置いた「未

来指向型」の

計画の作成 

13 

 

利用者の心身機能の維持回

復に重きを置いた計画が作

成されている 

    

ADL の維持、向上を常に意識

するよう心掛けて計画、日々

の援助に反映させている。 

コメントなし 

 14 重度化しても医療依存度を

高めすぎないよう、利用者の

今後の変化を予測し、先を見

 〇   

現状のみを見るのではなく未

然に健康レベルの低下を防ぐ

こと、疾病や全身状態が悪化

看取りや急変時の対応に ACP も

活用されていますか？ 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

越した適切なリスク管理を

実現するための「未来指向

型」の計画が作成されている 

 

しても対処できるよう助言や

準備ができるよう計画をカン

ファレンスで情報共有してい

る。主治医への情報提供、治療

方針のスタッフ間の共有はカ

ンファレンスで行っている。 

 

① 計画上のサ

ービス提供

日時に限定

されない、必

要に応じた

柔軟な定期

巡回・随時対

応サービス

の提供 

15 計画上のサービス提供日時

以外であっても、利用者等の

状況の変化が生じた場合は、

必要に応じて新たに定期巡

回・随時対応サービスの提供

を行うよう努めている 

 

 

 

〇    

その日の利用者の身体・精神

状態のアセスメントを行い、

変化がある時は情報共有し臨

機応変に訪問時間を早めたり

ずらしたりしている。 

定期巡回の強みを生かしている

と思います。 

② 継続したモ

ニタリング

を通じた利

用者等の状

況変化の早

期把握と、計

16 継続的なモニタリングによ

る、利用者等の状況変化の早

期把握と、計画への適宜反映

が行われている 
 〇   

すべての利用者に毎日、複数

回訪問するため状態変化の早

期発見と対処はしやすい。そ

れぞれの利用者の観察項目を

チェックシートにし誰が訪問

しても抜けがないように工夫

複数回の訪問で見えてくるもの

が多くそれをスタッフ間で抜け

がないように共有していくのは

大変だと思います。今後も状態に

あったケアが提供できるよう努

めてください。 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

画への適宜

反映 

している。必要時には家族や

ケアマネージャー、主治医等

への連絡や相談を行い介護看

護計画の修正や変更等を行い

日々利用者の状態にあったケ

アが提供できるようにしてい

る。資料１．２．３ 

（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供 

① 介護職と看

護職の相互

の専門性を

活かした柔

軟なサービ

スの提供 

17 効率的・効果的なサービス提

供を実現するため、介護職・

看護職のそれぞれの専門性

を活かした役割分担が行わ

れている 

 〇   

計画に沿って曜日ごとに 

看護・介護訪問枠を目的によ

って決めている。 

日々の業務管理や業務分担は大

変だと思いますが臨機応変な対

応ができていることが事業所の

強みであるので引き続きお願い

します。 

② サービス提

供に関する、

看護職によ

る指導、助言 

18 看護職から介護職に対し、疾

病予防・病状の予後予測・心

身の機能の維持回復などの

観点から、指導、助言が行わ

れている 
 〇   

研修・研修後の伝達講習等は

介護看護分け隔てなく合同で

行っている。介護士からの医

療知識に関する質問等は適宜

訪問に同行、口頭で説明する。

利用者の状態把握や援助提供

に必要な知識や情報はカンフ

ァレンス等で共有している。 
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法
人
主
催
の
番
号 

分類 

項

目

番

号 

評価項目 

自己評価 外部評価 

コメント 実施状況 コメント 

でき

てい

る 

ほぼ

でき

てい

る 

でき

てい

ない

こと

が多

い 

全く

でき

てい

ない 

  

 

① 利用者等に

対するサー

ビスの趣旨

及び特徴に

ついての説

明 

19 「利用者の在宅生活の継続」

と「心身の機能の維持回復」

を実現するためのサービス

であることが、サービスの開

始前に利用者等に説明され

ている 〇    

契約時だけでなく日々の訪問

の中で利用者が在宅生活の継

続を望んでいるのかを再確認

する。状態の変化に伴い在宅

生活をあきらめて施設入所等

を選ばなければならなくなる

こともあるが利用者が望む限

り私たちはサポートするとい

う意思を伝えている。 

★在宅生活を継続していくのに

様々な支援内容を要求されること

もあるが、契約時にできることでき

ないことをしっかり線引きするこ

とが大切だと思います。時には施設

という選択肢を助言していくこと

も大切だと思います。 

★独居の方々を支えるには有償で

もいいので各業者（牛乳屋、弁当屋,

新聞屋など）に協力していただける

と助かりますね。 

② 利用者等と

の目標及び

計画の共有

と、適時・適

切な情報の

提供 

20 作成した計画の目標及びそ

の内容について、利用者等に

十分な説明が行われ、認識の

共有化が図られている 
 〇   

計画立案時に説明を行ってい

る。利用者の理解が得られな

い場合はご家族へ行うがそれ

もできないケースも多い。 

理解が得られないケースに対して

はどう対処されていますか？ 

ケアマネージャー、利用者さん家族

と担当者会議を行い方向性、ケア内

容を決めています。 


